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県
内
に
お
い
て
、
市
職
員
等
を

か
た
り
「
後
期
高
齢
者
医
療
費
の

還
付
金
が
あ
る
」な
ど
と
口
座
情

報
等
を
聞
き
出
し
、
カ
ー
ド
を
受

け
取
り
に
来
る
事
案
が
あ
り
ま
し

た
。
実
際
に
お
金
を
だ
ま
し
取
ら

れ
る
被
害
も
出
て
い
ま
す
。

　　

市
職
員
等
が
電
話
で
口
座
情
報

等
を
聞
き
出
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
相
手
に
せ
ず
、す
ぐ
に
電

話
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

不
審
な
電
話
が
あ
れ
ば
、
南
国

警
察
署
も
し
く
は
市
消
費
生
活

相
談
窓
口
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　　

市
消
費
生
活
相
談
窓
口
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農
作
物
に
被
害
を
及
ぼ
す
ニ
ホ

ン
ジ
カ
の
生
息
数
を
減
ら
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
高
知
県
で
は
シ

カ
個
体
数
調
整
事
業
（
ニ
ホ
ン
ジ

カ
捕
獲
報
償
金
）
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
　
こ
の
事
業
に
お
け
る
令
和
元
年

度
の
報
償
金
の
請
求
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

■
受
付
け
締
切
り

　　
４
月
10
日（
金
）

※
４
月
10
日（
金
）以
降
の
申
請
は
受
け
付

け
て
い
ま
せ
ん
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い

■
提
出
先　

市
役
所
農
林
課

　　　　　　　　
　
（
香
我
美
庁
舎
２
階
）

※
４
月
１
日
以
降
は
農
林
水
産
課
と
な
り
ま
す

■
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

　
　

請
求
書
（
農
林
課
に
も
あ
り
ま

す
）、印
鑑
、シ
カ
の
尾
、狩
猟
者
登

録
証（
写
し
）

■
問
い
合
わ
せ　

市
役
所
農
林
課

　　

昨
年
、高
知
県
で
は
、自
転
車
が

関
係
す
る
交
通
事
故
が
329
件
発
生

し
、５
人
が
な
く
な
り（
全
て
高
齢

者
）、313
人
が
怪
我
を
し
ま
し
た
。

　　

皆
さ
ん
は
自
転
車
に
乗
る
時
、ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
被
っ
て
い
ま
す
か
？

　
　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
、万
が
一
の
交
通

事
故
の
際
、頭
部
へ
の
衝
撃
を
軽
減

す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
自
転
車

に
乗
る
時
は
、大
人
も
子
ど
も
も
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
自
転
車
安
全
運
転
の
ポ
イ
ン
ト

①
自
転
車
を
利
用
す
る
方
は
、

『
自
転
車
が
車
両
』で
あ
る
こ
と
を

自
覚
し
て
、交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

自
転
車
を
安
全
に
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

②
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、大
人
の
皆

さ
ん
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

③
万
が
一
の
事
故
に
備
え
て
、
損

害
賠
償
責
任
保
険
等
に
加
入
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

④
自
転
車
は
、
定
期
的
に
自
転
車

店
で
整
備
・
点
検
を
受
け
て
、安
全

に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

（
南
国
警
察
署　

香
南
警
察
庁
舎

高
齢
者
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
岡
﨑
由
美
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深
刻
化
す
る
少

年
非
行
や
少
年
犯

罪
被
害
の
防
止
お

よ
び
高
齢
者
の
犯

罪
被
害
防
止
・
交
通

事
故
防
止
に
対
応

す
る
た
め
、
警
察
署
お
よ
び
当
協

議
会
で
は
各
種
教
室
・
訓
練
を
実

施
し
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
誘
拐
被
害
防
止
教
室

　
　

保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
学
校
で
、

園
児
・
児
童
を
対
象
に
実
施
。

▼
非
行
防
止
・
薬
物
乱
用
防
止
教
室

　
　

小
中
学
校
・
高
等
学
校
で
、
児

童
・
生
徒
を
対
象
に
関
係
機
関
と

協
力
し
て
実
施
。

▼
親
子
の
絆
教
室

　　

保
育
所
・
幼
稚
園
等
で
、園
児
の

保
護
者
を
対
象
に
実
施
。

▼
高
齢
者
安
全
教
室

　
　

各
地
区
の
公
民
館
等
で
、
香
南

市
内
居
住
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者

を
対
象
に
実
施
。

▼
不
審
者
対
応
訓
練

　
　

保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
学
校
等

で
、教
職
員
を
対
象
に
実
施
。

▼
強
盗
対
応
訓
練

　
　

金
融
機
関
で
、
行
員
を
対
象
に

実
施
。

（
香
南
地
区
地
域
安
全
協
議
会
地

域
安
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
長
田
麻
紀
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ご
高
齢
の
方
の
創
作
活
動
に
こ
こ
ろ
を
打
た
れ
、
オ
ー
ル
ド
パ
ワ
ー
文
化
展
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
香
南
市
在
住
者
の
出
展
作
品
が
い
く
つ
か
あ
り
、
嬉
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

広

報

へ

の

ご

意

見

市のうごき　（Ｒ2.1.31現在） 〔　 〕は昨年同月対比
■人口/33,318人 

　　（男/16,143人 女/17,175人）

■世帯/15,008戸

■出生/15人　  ■死亡/36人

■転入/69人　  ■転出/70人

■対前月人口比/22人減

１月の火災・救急出動件数

■火 災

■救 急

0件〔2件減〕

167件〔5件増〕

P
警 察警 察

police station

　
　

各
種
教
室
・
防
犯
訓
練
を

　
　

実
施
し
て
い
ま
す
！

※
香
南
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
に
、コ
ラ
ム
を
書
い
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す

　
　

私
は
現
在
高
知
市
に
住
ん
で
い

る
が
、
野
市
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
。

今
か
ら
60
年
ほ
ど
前
の
、
昭
和
30

年
代
初
め
の
思
い
出

を
書
い
て
み
た
い
。

　
　

生
家
は
旧
国
道

（
現
県
道
）
沿
い
に

あ
り
、
当
時
道
路

は
ま
だ
舗
装
さ
れ
て

い
な
く
て
、
ひ
ど
い
で

こ
ぼ
こ
道
だ
っ
た
。
オ
ー
ト
三
輪
さ

え
珍
し
く
、
重
い
荷
物
は
自
転
車

に
リ
ヤ
カ
ー
を
取
り
付
け
て
運
送

し
て
い
た
。
さ
ぞ
か
し
大
変
だ
っ
た

こ
と
だ
ろ
う
。

　
　

社
会
全
体
が
ま
だ
ま
だ
貧
し
く
、

本
業
だ
け
で
は
生
計
が
立
た
な

か
っ
た
の
で
、
兼
業

家
庭
が
多
か
っ
た
。

　
　

桑
の
木
を
植
え

て
蚕
を
飼
う
家
や
、

鶏
を
飼
っ
て
卵
を
売

る
家
も
あ
っ
た
が
、
我
家
は
２
反
ほ

ど
の
田
ん
ぼ
で
稲
作
を
し
て
、
家
族

５
人
分
の
米
を
自
給
し
て
い
た
。

　
　

ま
だ
耕
運
機
す
ら
な
く
、
牛
飼

い
の
人
を
呼
ん
で
牛
に
耕
作
し
て

も
ら
っ
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
。

 

そ
の
土
佐
赤
牛
が
、
今
や
食
肉
と

し
て
珍
重
さ
れ
る
と
は
感
慨
深
い

も
の
が
あ
る
。

　
　

機
械
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
農

作
業
に
お
い
て
は
、
子
供
と
い
え
ど

も
貴
重
な
労
働
力
で
、
農
繫
期
に

は
田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど
を
手

伝
っ
た
。
田
ん
ぼ
は
烏
川
沿
い
に
あ

り
、
幼
い
頃
か
ら
両
親
が
農
作
業

を
し
て
い
る
間
、
川
原
で
遊
ん
だ
も

の
で
あ
る
。

　
　

烏
川
と
い
え
ば
、

昭
和
30
年
代
終
わ

り
の
頃
の
こ
と
だ
が
、

現
在
の
マ
ル
ナ
カ

野
市
店
の
東
側
付
近
で
泳
い
だ
こ

と
も
あ
っ
た
。

　
　

そ
し
て
昭
和
39
年
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
年
、
小
学
校
で
鼓
笛
隊

が
結
成
さ
れ
、
町
内
を
パ
レ
ー
ド

し
た
。
指
揮
す
る
女
子
隊
長
の
Ｏ
さ

ん
の
凛
々
し
い
姿
が
今
で
も
目
に

浮
か
ぶ
。

　
　

こ
れ
以
降
、テ
レ
ビ
が
各
家
庭

に
、
急
速
に
普
及
し
始
め
、
日
本
全

体
が
高
度
成
長
期
へ
と
突
入
し
て

い
っ
た
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

チ
ャ
タ
ロ
ウ
さ
ん

昔

の

思

い

出

香南香南市
ひとり親家庭ひとり親家庭
自立支援事業自立支援事業

▼自立支援教育訓練給付金事業
●内容／父子家庭の父および母子家庭の母が、自立

に向けて資格や技能を修得するため指定された講

座を受講する場合、受講料の６０％を補助します。

●対象者／

　●　香南市に住所があり、父子家庭の父または母子家

庭の母であること（養育する児童が２０歳未満）

　●　児童扶養手当の支給を受けているか、同様の所得

水準にあること

　●　厚生労働省が指定した講座を受講する者

　●　過去にこの給付金を受給していないこと

　●　事前に相談があった者

●対象講座／厚生労働省指定の講座（ただし、受講

料が２０,００２円以上のものが対象）

●補助額／受講料の６０％（上限２０万円）

※雇用保険法による一般教育訓練給付金が支給されて

　　いる場合は、その額を差し引いた額

▼高等職業訓練促進等給付金事業
　

●内容／父子家庭の父および母子家庭の母が、自立に向

けて資格や技能を習得するため一定期間のカリキュラ

ムを受講する場合、その期間中の生活を維持させるた

め高等職業訓練促進費を交付します。

●対象者／

　●　香南市に住所があり、父子家庭の父または母子家庭の

母であること（養育する児童が２０歳未満）

　●　児童扶養手当の支給を受けているか、同様の所得水準

にあること

　●　要領で定める資格を取得するため、１年以上のカリキュラ

ムを修業している者

　●　就業または育児と修業（修学）の両立が困難であると認

められる者

　●　過去にこの給付金を受給していないこと

●対象資格／看護師（准看護師を含む）、保育士、介護福

祉士、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、歯科衛生

士、美容師、理容師、社会福祉士、製菓衛生師、調理師、

栄養士、自動車整備士、臨床工学技士

●交付期間／申請書を受理した日の属する月から修業す

る全期間（ただし、上限４年）

※毎月請求書と出席状況の分かる証明書の提出が必要です

●交付額／・非課税世帯（月額）１００，０００円

　　　　　　　　　　・課税世帯　　（月額）７０，５００円

　
　
　

自
転
車
に
乗
る
時
は

　
　
　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
！

狩
猟
者
の
皆
さ
ん
へ

O
その他その他

o t h e r s

　
　

市
職
員
等
を
か
た
る

　
　

不
審
な
電
話
に
ご
注
意
！

固 定 資 産 税
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

随１期の納期限は

３月３１日（火）です。
期限内の納付をお願いします。

す
！

　　　　　　　ひとり親で子育てをしている家庭

　　　　　　の生活の安定と、自立の促進を目的

に給付金を交付します。お気軽にご相談ください。

ひとりでお子

さんを育てている

お父さんお母さん

を応援します！

　 　　　　

の

必要書類等、詳細については

福祉事務所（☎５７-８５０９）へ

お問い合わせください。

15２０２０.３ 14 ２０２０.３


